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リ
ッ

ク）

以
外
に

魂
を

救
済
す

る

教
え

は

な
い

と

し
、

ま
た、

信
仰

態
度

を
隠
匿
か

ら

表
明
へ

と

変
化
さ

せ

た
。

こ

れ
は

来
世
に

お

け
る
霊
魂
の

救

済
を
高
め
た
キ

リ

シ

タ
ン

は

表
面
的
で

あ．
っ

て

も、

旦

那
寺
へ

帰
依
す
る

こ

と

は

耐
え

難
い

こ

と

に

な

り、

来

世
に

お

い

て

霊

魂
が

救
済
さ
れ
る

な

ら
ば

現
世
に

お

い

て

罰
を
受．
け

た

り、

追

害
さ

れ
て

も

隠
匿
せ

ず
に

表
明

し
よ

う
と

し
た

た
め

で

あ
っ

た
。

浦
上
四

番
崩
れ
に

お

い

て

キ

リ
シ

タ
ン

は
こ

の

よ

う
に

信
仰
内
容
と

態
度
を
変
化
さ
せ

た
の

で

あ
っ

た
。

　

浦
上
四

番
崩
れ
に

お

い

て

信
仰
態
度
を

変
化
さ

せ

た
キ
リ
シ

タ

ン

で

あ

っ

た

が、

急
速
な
変
化
か

ら

信
仰
を

め
ぐ
る

問
題
も

発
生
し
た

。

浦
上

村

内
で

は
（
カ

ト

リ

ッ

ク
に

改
宗
し
た）

キ

リ
シ

タ
ン

と

非
キ

リ
シ

タ
ン

と

の

間
の

確
執
が

表
面
化
し

た
。

そ
れ
は

親
戚
仇

視
や

夫
婦
離
絶、

キ

リ
シ

タ

ン

で

な

け
れ
ば

村
づ
き

あ
い

が

出
来
な

く
な

る
、

な

ど
の

事
態
で

あ
っ

た
。

ま

た
、

寺
請

制
度
へ

の

拒
否
に

始
ま
っ

た

浦
上
四

番
崩
れ
で

あ
っ

た

が
、

カ

ト

リ
ッ

ク

入

信
を

改
心
し、

旦

那
寺
へ

の

復
帰
を

願
う
キ
リ
シ

タ

ン

も
現
れ
た

。

こ

の

よ
う
に

信
仰
態
度
を

変
化
さ

せ
、

キ

リ
ス

ト

教
（
カ

ト
リ
ッ

ク
）

以
外
の

信
仰
を

拒
否
し

た

キ

リ
シ

タ

ン

が

現
れ

た
一

方
で
、

急
速
な
変

化
に

抵
抗
を
示
し

た
キ

リ
シ

タ

ン

も
現
れ

た
。

こ

れ

は、

そ

れ

だ

け
浦
上

村
の

キ
リ

シ

タ
ン

の

信
仰
が

多
様
的
で

あ
っ

た
こ

と

を

示
し

て

い

る

と

い

え
る

。

そ

し

て
、

そ

れ
は
禁

制
解
除
後
に

キ

リ
シ

タ
ン

が

復
活

キ

リ
シ

タ

ン

（

カ

ト
リ

ッ

ク

改
宗
者）

と
カ

ク

レ

キ

リ

シ

タ

ン

（

は

な

れ
）

と

に

分
派
し
た

こ

と

に

対
し

て

も
い

え

る
の

で

あ．
る

。

ブ
ラ

ジ

ル

産
ネ

オ
ペ

ン

テ
コ

ス

タ
リ

ズ
ム

の

　
　

　

日
本
に

お

け

る

展
開

山

　
田

　
政

　
信

　

キ

リ

ス

ト
教
神
学
に

お

け

る、

三

位
｝

体
の

第
三

位
格
で

あ
る
聖
霊
の

働
き
が

人

々

に

救
い

を

も
た

ら

す
と

い

う
信
仰
は
、

ペ

ン

テ
コ

ス

タ

リ

ズ

ム

と

総
称
さ

れ
る

。

ブ

ラ

ジ
ル

で

は

二

十
世
紀
初
頭
に

ア

メ

リ

カ

か

ら

伝

え
ら
れ

、

そ

れ
ま
で

ド
イ
ツ

系
移
民
を

中
心
と

す
る

民
族
宗
教
に

留
ま
っ

て

い

た
プ
ロ

テ

ス

タ
ン

テ

ィ

ズ

ム

を
広
く
ブ
ラ

ジ

ル

の

民

衆
に

開
放
さ

せ

た
と

い

う

歴
史
を
持
つ

。

ポ

ル

ト
ガ

ル

人
に

よ

る

植
民
地

化
以
来、

ブ
ラ

ジ

ル

で

は

長
ら

く
カ

ト

リ
ッ

ク
教
会
が

強
い

影
響
力
を
持
っ

て

い

た
。

し

か

し
、

一

九

九
〇
年
代
か

ら

は
プ

ロ

テ
ス

タ
ン

テ

ィ

ズ
ム

の

伸
展
と

い

う

顕
著
な
宗

教
変
容
が

看
守
さ

れ
る

よ

う
に

な

っ

た
。

そ

の

要
因
の

ひ

と
つ

に

ネ
オ
ペ

ン

テ

コ

ス

タ

リ

ズ
ム

が

挙
げ
ら

れ

る
。

　

ポ

ー
ル

・

フ

レ

ス

ト

ン

は

ブ
ラ

ジ

ル

の

ペ

ン

テ

コ

ス

タ

リ

ズ
ム

の

特
徴

を

時
系
列
的
に

次
の

三

つ

の

波
で

区
分
す
る

。

ア

メ

リ

カ

産
の

ペ

ン

テ
コ

ス

タ

リ
ズ
ム

が

移
植
さ

れ
た
一

九
一

〇
年
代
の

第
一

の

波、

一

九
五
〇
年

代
に

サ

ン

パ

ウ
ロ

で

派
生
し

た

第
二

の

波、

一

九
八

〇
年

代
の

「

失
わ
れ

た

十
年
」

に

リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ

イ

ロ

で

生
ま

れ

た

第
三

の

波
。

第
一

と

第
二

の

波
の

教
団
は

布
教
方

法
に

違
い

が

あ
る

が、

い

ず
れ

も
個
人
の

内
心
倫

理

を
重

視
す

る
。

一

方、

第
三

の

波
の

教
団
で

は

悪

魔
祓
い

を
重
ん

じ

個

人
の

罪
の

意

識
は

強
調
さ

れ

な
い

。

ま
た、

追
い

払
わ
れ
る

べ

き

悪
魔
は

民
衆
宗
教
と
し

て

受
容
さ

れ
て

い

る

ア

フ

ロ

ブ

ラ

ジ

リ
ア

ン

宗
教
の

神
々

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に
、

第
三

の

波
は
そ

れ
ま
で

の

教
団
と

教
義
レ

ベ

ル
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の

断
絶
が
あ
る

た

め
ネ
オ

ペ

ン

テ

コ

ス

タ
リ
ズ

ム

と
し

て

前
の

二

つ

と

区

分
さ
れ
る

。

　
一

九
八

〇
年
代
半
ば
以
降

、

ブ
ラ

ジ
ル

か

ら
日

本
へ

の

デ
カ
セ

ギ

労
働

者
が

増
加
し
た

。

一

九
九
〇

年
に

は

入

管
法
が

改
正
さ

れ
て

労

働
者
の

人

口

移
動
が

加
速
化
し、

現
在
で

は

在
日

ブ

ラ
ジ
ル

人
は

三

十
万

人
を

超
え

る

と

み
ら
れ
る

。

彼
ら

の

宗
教
活
動
を

眺
め

る
と、

冖

九
九
三

年
ご
ろ

か

ら

日
本
産
ブ
ラ

ジ
ル

系
プ
ロ

テ

ス

タ
ン

ト

教
会
を

自
主
的
に

誕
生
さ

せ

て

い

る
こ

と
が

特
筆
で
き

る
。

そ

れ
ら
の

ほ

と

ん

ど
が

デ
カ

セ

ギ
で

来
日

し

た
一

般
信
者
や
元

牧
師
が

小

規
模
な

活
動
を

積
み

重
ね

る

こ

と

で

創

設
に

至
っ

て

お

り、

教
団
の

特
徴
で

は
第
一

と

第
二

の

波
を

踏
襲
し

て

い

る
。

一

方
、

第
三

の

波
で

あ
る

ブ
ラ

ジ
ル

産
ネ
オ

ペ

ン

テ
コ

ス

タ
リ
ズ

ム

は

教

団
の

組
織
力
に

よ

っ

て

戦
略
的
な

規
模
の

布
教
を

展

開
さ

せ

て

い

る
。

こ

こ

で

注
目
す
る

の

が
ユ

ニ

バ

ー
サ
ル

教
会
（

H

鴨
o

冨

d
巳
く
 

塗
夥一

〇
〇

図
o

ヨ
o

鳥
Φ

O
Φ

島）

で

あ
る

。

　
同
教
団
は
一

九
七
七

年
に

リ

オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ

ロ

で

活
動
を

開
始
し

、

短

期
間
で

ブ

ラ
ジ

ル

の

ペ

ン

テ

コ

ス

タ
リ
ズ
ム

で

は
第
三

番
臼
の

大
教
団
に

成
長
し

た
。

教
義、

儀
礼、

財
産
の

規

模、

政
治
参
加、

他
宗
教
に

対
す

る

戦
闘
的
な

態
度、

メ

デ
ィ

ア

の

活

発
な

活
用
な
ど
、

従
来
の

ペ

ン

テ
コ

ス

タ

リ

ズ

ム

の

教

団
と

非
常
に

異
な
る
特

徴
を

も
っ

て

い

る
。

日
本
で

は

｝

九
九
五

年
に

活
動
を

開
始

。

一

九
九
六

年
に

は

タ

ブ

ロ

イ
ド

版
の

月
間

新
聞
（
ポ

ル

ト
ガ
ル

語
と

日

本
語
）

を
発

刊
。

希
望
者
に

は

ブ
ラ

ジ
ル

で

放
送
さ

れ
て

い

る

教
団
番
組
の

録
画
テ

ー
プ
を

無
料
で

配

布
す
る

な
ど
、

ブ
ラ

ジ
ル

か

ら

の

投
資
を
も

と

に

組
織
的
な

布
教
を

展
開
し

て

い

る

こ

と

が

伺
え
る

．

現
在、

日

本
で

の

拠
点
教
会
を

JR

浜
松
駅

前
の
一

等
地
に

置
き

、

国
内
に

二

〇
カ

所
の

教
会
を
開
い

て

い

る
。

　
ユ

ニ

バ

ー
サ

ル

教
会
の

ブ
ラ

ジ
ル

で

の

主
た

る
宣

教
方
法
は
テ

レ

ビ

伝

道
で

あ
る

。

同
教
団
は
一

九
八

九

年
に

ブ
ラ

ジ
ル

で

第
五

位
の

テ

レ

ビ

ネ

ッ

ト

ワ

ー
ク
・

ヘ

コ

ル

ジ

を
買

収
し
た

。

同
社
は

日

本
に

二

つ

あ
る

ブ
ラ

ジ
ル

系
衛
星
放
送
局
の
一

つ

を

買
収
し

、

日

本
で

も
ブ

ラ

ジ
ル

同
様
の

宣

教
番
組
を

報
道
し
て

い

る
。

番

組
の

内
容
は、

日

本
の

信
者
の

証
言
と

牧

師
に

よ

る

イ
ン

タ
ビ

ュ

ー
、

ブ

ラ

ジ

ル

で

作
成
さ

れ
た

救
済

体
験
の

再
現

ド
ラ

マ
、

と

い

う
よ
う
に

ブ
ラ

ジ

ル

で

の

宣
教
方
法
に

変
わ
り
は

な
い

。

し
か

し、

ブ
ラ

ジ

ル

と

異
な
る

の

は
、

他
宗
教
に

対
し

て

批
判
的
態
度
を

取
ら
な
い

と

い

う
こ

と

だ
ろ

う。

番
組
で

は

牧

師
が

「

私
の

教
会
で

は

宗

教
に

関
係
な

く

救
い

が

得
ら

れ

る
」

と
い

う
メ

ッ

セ

ー

ジ

を

発
し

て

い

る
。

集
会
で

は

カ

ト
リ
ッ

ク

信
者
だ

と
い

う
参
加
者
も

み

ら

れ、

同
教
団

が

日

本
で

の

新
た

な

宣
教
方
法
を

模
索
し

て

い

る

状
況
が

確
認
で

き
る

。

田

中
輝
義
の

意
識
論

寺

　
尾

　
寿

芳

　

本
稿
で

は
仏
教
こ

と

に

『

大

乗
起

信
論
』

を
は
じ
め

と

す
る

大
乗
仏
教

の

意
識
論
に

大
き
な
影

響
を
受
け、

教
義
以
前
の

キ
リ
ス

ト

者
の

生
存
を

独
自
に

思
索
し、

イ
ン

カ

ル

チ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

新
次
元

を
模
索
し

た

カ

ト

リ
ッ

ク

司
祭
田
中
輝
義
の

思
想
を

、

こ

と

に

意
識
論
に

焦
点
を

当
て

て

概
観
し

た

い
。

　
田

中
輝
義
の

思
想
は

カ
ル

メ

ル

会
士
ら
し

く
、

カ

ル

メ

ル

会
改
革

派
の

神
秘
的
霊

性
に

強
く
影

響
さ

れ

つ

つ

も、

キ

リ

ス

ト

教

信
仰
の

日

本
に

お

け
る

受
容
に

関
し

て

は

形

式
的
な

適
用
に

留
ま

ら
な
い
、

日

本
の

風
土
文
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